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    NGO をとおしてイスラームを知る（※まえがき） 
  第一章 東日本大震災 
  第二章 草の根のムスリム NGO 
  第三章 ハムダルド財団 
  第四章 イスラームと NGO の関係 
  第五章 コミュニティ開発 
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第二章は、JIT の源流を探るためパキスタンの新興 NGO の事例を紹介す
る。ここでは、礼拝所であるモスクの無償教育提供の場としての活用、ま
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リムを慈善活動に促すことが示された。加えてパキスタンという舞台に関
して、同書はソ連のアフガン侵攻を契機とした NGO の発展や、治安状況の
悪化から家族・親族のネットワークへの依存がより強まるといった、地域
的な特徴を示した。 
以上の点を踏まえ、さらに同書の意義を、本誌（『宗教と社会貢献』）の
読者の関心を想定しながら述べたい。まず世界のムスリム社会でどのよう
な NGO があるのか、またどのような社会貢献活動の形があるのかを確認し
たい読者に対して、同書はじゅうぶんな情報を提供している。事例はほぼ
南アジアに限られるが、そもそも NGO を取りまとめる機関や統計資料がな
く、さらに複数の事例を取り扱う日本語の研究が少ないというムスリム社
会の NGO 活動を巡る状況に鑑みれば、そのことが同書の価値を切り下げる
ことは決してない。また宗教と社会貢献活動との関連から、社会貢献活動
を促進するイスラーム的要素を確認したい読者に対して、同書はそれを広
く整理している。特にザカートに関しては、どのような教えかということ
よりも、どのように実現されているかということに焦点を当て、その多様
な考え方、集め方について説明される――評者個人は、イギリスに本部を
置く NGO イスラミック・リリーフの「ザカート・カリキュレーター」（自
身の預貯金や収入等を入力してザカートの額を算出するウェブ・サイト）
に驚かされた。 
もっとも、同書がまえがきで言及しているように、ともすると否定的な
イメージが強い昨今の「イスラーム」を巡る状況を勘案すれば、読者にと
って、以上の「ムスリムの社会貢献」が理想的な事例のみを選りすぐった
ものに映る可能性もあろう。その点について同書は、NGO 活動を妨げるパ
キスタン社会の背景を指摘することで応えている。治安上の問題を通して
人間不信が醸成され、それによって親族間のネットワークを通した NGO 活
動が活発化したという背景説明は、イスラームが社会貢献を促進する教義
を備えているからといって必ずしも豊かな互恵社会が築かれるわけではな
いことを理解させてくれる。理想（教義）と現実（社会における実践）に
少なからず差があることは、同書が東日本大震災に際しての活動事例を通
して言及する、宗教団体による社会貢献活動が宣教としての性格を備えう
ることの機微とあわせて、他の地域、また他の宗教文化に携わる読者にと
っても共感を呼ぶ点ではないだろうか。 
